
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊大沢市民センターは,地元の豊かな自然を生かした地域づくりを支援しています＊＊＊ 

公益財団法人 仙台ひと・まち交流財団 令和４年 3月１日発行 

３月号 

仙台市大沢市民センター  〒989-3212 仙台市青葉区芋沢字要害６５ 

〈TEL〉394-6891〈FAX〉394-6439 

  〈ホームページ〉https://www.sendai-shimincenter.jp/aoba/osawa/index.html 

 
 

 

申込の際にお預かりした個人情報は、公民館における新型コロナウイルス感染症予防ガイドラインに基づき、必要に応じて保
健所などの公的機関に提供される場合があります。また、今後の感染拡大の状況により、講座を中止する場合があります。 
最新の情報は、窓口までおたずねください。 

 

日時：令和 4 年 3 月 18 日（金）13：30～15：00 

対象：地域の方 30 名程度 

講師：わしん倶楽部代表 田中 勢子 氏 

申込：3 月 1２日（土）まで 

市民センター（394-6891）まで、電話・窓口へ 

ゲームを通じて楽しく「防災・減災知識」を身につけましょう 

＊対  象  概ね６０歳以上 ６0 人程度 

＊開催日時  ８月、１０月、２月を除く 原則として第３木曜日 年間８回 

10 時～11 時 30 分（内容により変更もあり） 

＊内  容  暮らし･健康･音楽･文学歴史･館外学習など 

＊費  用  実費負担あり  

＊申込方法  宛先に本人の住所・名前を記入した連絡用はがき(6３円) 

 １枚を持参し、申込書を添えて窓口でお申込みください。 

（往復はがきでも可） 

明るく 元気に 楽しく 学びましょう！ 

近年、各地で災害が増えています。 

「もしも」の時のために 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊３月の休館日＊ 

７日(月)・１４日(月)・２２日(火)・２８日（月） 

＊資源回収庫の利用について＊ 

利用時間 午前 9 時～午後 4 時 30 分 

 ＊市民センターの休館日は利用できません 

回収している物 

【紙類】①新聞・折込チラシ ②段ボール 
③紙パック ④雑誌 ⑤雑がみ  
⑥紙容器 

【衣類・布類】  
洗濯して乾かした物を透明な袋に入れ、 
袋の口をしばって下さい。 

回収していないもの 

  布団、座布団、 
カーペット、マットレス 
作業服、制服、雨具 
革製品 

＊体育館個人使用日について＊ 

3 月１３日（日）９：００～２１：００ 
２時間：大人２４０円・小中学生１２０円 

＊上履き・用具はお持ちください 
＊予約はできません 

 

これらの記事は、２０２２年２月２０日現在の情報をもとに記載しています。 
最新の情報は、窓口や市民センターホームページにてご確認ください。 

 

拾得物を展示します 
3月 2日（水）～3月 31日（木）17：00まで 

お心当たりのある方は、窓口までお申し出の上、お持ち帰りください。 

お申し出のない忘れ物については、展示終了後、こちらで処分いたします。 

減免の申請はお済みですか？ 
令和 4 年度の市民センター使用料の減免申請を受け付けています。期間内に減免登録手続きが行われない

場合、令和４年６月分以降の利用について使用料が減免されない場合がありますのでご注意ください。 

詳しくは窓口までお問合せください。 

3 月の施設利用申し込み（窓口） 

●5 月分抽選確定  3/２（水）～3/９（水） 

●5 月分空室申込み 3/10（木）～ 

●6 月分抽選申込み 3/16（水）～3/31（木） 

◆このチラシはリサイクルできます◆ 

令和４年１月１６日（日）、大沢・川前地域交

流ネット あがれ！天旗「するめ天旗をあげよ

う！」を開催しました。 

昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染

症の影響で交流会は中止となりましたが、今年

度も自宅で凧作りが行えるよう、事前に凧の材

料と説明書をセットにした凧作製キットの配付

と、凧の作り方動画の配信を行いました。 

当日は大人４８人、子ども４０人の計８８人

が、手作りの凧を持ち寄って参加しました。 

なかなか良い風が吹かない中、それぞれ自分

達で作った凧をあげようと奮闘し、凧あげを楽

しんでいました。また、今年は実行委員会で６個

の凧が連なった小さい連凧を作り、参加者にも

連凧あげに挑戦してもらいました。 

来年度は第１０回目を迎えます。ぜひご参加

ください。 


